
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶は 家庭の社会の 潤滑油 公民館サークル創の会 宮崎淑子さん  

 ３月１５日（水）、砂川中学校で交流事業「先輩に聞こう」

が行われました。平成７年に旧砂川中学校と豊沼中学校が統

合した時に３年生だった５名の方が今回のために駆け付け、

砂川中学校と石山中学校の１・２年生に向けて当時の様子を

話しました。 

 先輩たちは「私たちの話でドキドキをワクワクに変えてほ

しい」と呼び掛けた後、当時の様子を紹介しました。人数が

増えて体育祭がとても盛り上がったこと、他校の人が進んで

話しかけてくれたおかげで打ち解けたこと、統合後の１年間

が人生で一番楽しかったことなど、生徒は経験者ならではの

エピソードに聞き入っていました。途中の意見交流タイムで

は、早くも両校の生徒が進んで話し合う様子も見られ、交流

が進んでいることが感じられました。 

 友達づくりのコツなども教わった後は「不安が減った」と

手を上げる生徒が目立ちました。ますます交流を深めて、４

月から始まった新生活を楽しめるように応援しています。 

 

３月２３日（木）、砂川ジャリンバより子ども
たちのために図書館へ大型絵本を含む絵本 20
冊、地域交流センターゆうへ絵本７冊が寄贈さ
れました。 
 砂川ジャリンバの信太代表は「今年も本を寄
贈できたことを嬉しく思います。子どもたちに
たくさん読んでほしい」と話していました。 
今回で図書館には２３回、計５８４冊、ゆう

には１１回、計８１冊の寄贈となりました。 


